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2 詳しくは遠田雄志『ポストモダン経営学』(文眞堂 2001年) ３～１０ページを参照されたい。 
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12 本章での議論は、遠田雄志『組織を変える＜常識＞ 適応モデルで診断する』中央公論新社 2006年 を
参考に展開されている。なお、本書についての論評には 村田潔 「書評 組織を変える＜常識＞」 『イ
ノベーション･マネジメント』Ｎｏ.３ 法政大学イノベーション･マネジメント研究センター 2006 
Spring がある。 
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(中央公論新社 2006年) 65ページから転用。 
 
                                                   
13 遠田(2006b)『組織を変える＜常識＞ 適応モデルで診断する』２７ページ。 
14 遠田(2006b)『組織を変える＜常識＞ 適応モデルで診断する』２７～８ページ。 
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18 コミュニケーション戦略についての新しい知見については、遠田雄志「改革とコミュニケーション」『経
営志林』第 43巻第 2号 法政大学経営学会 2006年 7月 を参照されたい。 
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19 遠田(2006b)『組織を変える＜常識＞ 適応モデルで診断する』１９１ページ。 
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20 財部誠一『カルロス・ゴーンはいかにして日産を変えたか』ＰＨＰ文庫 2002年 ７３～４ページ。 
21 Crainer,S.,The Management Century, Booz･Allen＆HamiltonInc.,2000［嶋口充輝監訳『マネジメント
の世紀 1901～2000』，東洋経済新報社，2000，４４ページ］ 
22 前掲訳書『マネジメントの世紀 1901～2000』４４～５ページ。 
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23 遠田(2006b)『組織を変える＜常識＞ 適応モデルで診断する』９６～７ページ。 
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26 上田篤『都市と日本人―「カミサマ」を旅する―』岩波新書 2003年 ８０ページ。 
27 藤原正彦『国家の品格』新潮新書 2005年 ９５～６ページ。 
28 戦略に関して組織の適応理論の観点から再検討したものとしては、拙稿「再考・戦略的意思決定論～組
織の適応理論を中心として～」『産能短期大学紀要』第 38号 2005年 6月 を参照して頂きたい。 
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